
ぴ
ど
ん

ーRH-
(アール・アッシュ)

人の輪をもって

尊しとなすバー

カウンターが向かい合う店内では、マジックショーなどのイベントも開催
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北
野
に
住
む
バ
ー
・
R
H

(
ア

ー
ル
・
ア
ッ
シ
ュ
)
。
オ
レ
ン
ジ
色

の
妖
艶
な
光
に
包
ま
れ
た
店
内
は
、

2
列
の
カ
ウ
ン
タ
ー
が
向
か
い
合

う
よ
う
に
並
び
、
そ
の
間
に
サ
ン

ゴ
を
敷
き
詰
め
た
花
道
の
よ
う
な

通
路
が
設
け
ら
れ
て
い
る
ユ
ニ
ー

話題が尽きないマスターの平田さん。

店の目印は「二ョロ二ョロ」

ク
な
ス
タ
イ
ル
。
初
対
面
の
人
と

も
仲
良
く
な
れ
そ
う
な
空
間
構
成
で
、

和
気
藷
々
の
雰
囲
気
を
楽
し
め
る

ス
ペ
ー
ス
。

も
う
一
つ
別
室
も
あ
る
。
そ
の

部
屋
は
ソ
フ
ァ
ー
席
の
個
室
。
ろ

う
そ
く
の
光
が
ま
た
た
き
、
落
ち

着
い
た
ム
ー
ド
。
こ
ち
ら
で
は
ゆ

っ
く
り
語
る
も
良
し
、
仲
間
で
盛

り
上
が
る
も
良
し
。

「
自
分
が
心
地
よ
い
空
間
を
つ
く

っ
た
だ
け
で
す
よ
」

と
語
る
マ
ス

タ
ー
の
平
田
さ
ん
は
、
実
は
昼
間

は
会
社
勤
め
。
夜
の
帳
が
下
り
る
と
、

こ
の
バ
ー
の
マ
ス
タ
ー
と
な
る
。

そ
れ
ば
か
り
か
道
場
を
主
催
す
る

空
手
家
で
も
あ
り
、
た
く
さ
ん
の

顔
を
持
つ
。
だ
か
ら
マ
ス
タ
ー
と

の
会
話
は
話
題
の
幅
が
広
く
楽
し
い
。

最
高
の
酒
の
肴
だ
。

ノ
ー
チ
ャ
ー
ジ
な
の
も
嬉
し
い

限
り
。
鹿
児
島
産
地
鶏
刺
身
や
熊

本
産
馬
刺
し

(
各
1
0
0
0
円
)

の
九
州
産
直
メ
ニ
ュ
ー
と
、
外
カ

リ
ッ
と
中
し
っ
と
り
の
チ
ヂ
ミ
、

本
格
派
テ
ー
ル
ス
ー
プ
、
臭
み
の

な
い
韓
国
風
イ
カ
塩
辛
な
ど
の
コ

リ
ア
ン
フ
ー
ド

(
各
4
0
0
円
)

が
オ
ス
ス
メ
た
。
お
酒
も
ワ
ン
シ

ョ
ッ
ト
4
0
0
円
̃
と
、
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
に
楽
し
め
る
。

「
世
知
辛
い
世
の
中
、
こ
こ
で
い

ろ
い
ろ
な
出
会
い
が
生
ま
れ
、
人

の
輪
が
広
が
れ
ば
…
」

と
い
う
マ

ス
タ
ー
。
だ
か
ら
、
仲
良
く
楽
し

く
気
取
ら
ず
に
、
今
夜
も
グ
ラ
ス

を
傾
け
よ
う
ー
・

臆
R
H
(
ア
ー
ル
・
ア
ッ
シ
ュ
)

営
業
時
間
1
 
9
時
̃
翌
2
時

日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
休

神
戸
市
中
央
区
北
野
町
4
-
1
 
8
-
1
 
4

(
神
戸
外
国
人
倶
楽
部
隣
)

蜜
0
9
0
-
3
8
2
0
-
6
1
5
4
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第5回ドイツ風ビヤホールレストラン

葡萄屋

鈴木正幸
a∫り諒i擁n楊

′桑

左からアシスタントの岩田さん、マスターの細川さん

阪
急
御
影
か
ら
5
、
6
分
の
所

に
あ
る
。
山
手
幹
線
の
に
し
む
ら

捌
排
の
角
を
少
し
南
に
下
り
、
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
山
側
の
ビ
ル
の

地
下
に
あ
る
。

「
ド
イ
ツ
風
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
レ
ス

ト
ラ
ン
」

と
あ
る
。
ビ
ー
ル
は
レ

ー
ヴ
エ
ン
ブ
ロ
イ
、
ワ
イ
ン
は
イ

タ
リ
ア
産
が
多
い
。
南
ド
イ
ツ
風

ポ
テ
ト
が
オ
ス
ス
メ
。
ゆ
が
い
た

メ
ー
ク
イ
ン

(
島
原
産
)

を
パ
リ

ッ
と
揚
げ
直
し
、
カ
リ
カ
リ
の
ベ

ー
コ
ン
と
合
わ
せ
た
味
は
何
と
も

い
え
な
い
。
ク
セ
に
な
る
。
ロ
ー

マ
風
牛
肉
の
煮
込
み
、
ロ
ー
ス
ト

ビ
ー
フ
な
ど
日
替
り
メ
ニ
ュ
ー
も

多
い
。

マ
ス
タ
ー
の
細
川
由
之
氏
は
異

色
の
人
物
で
あ
る
。
滞
欧
歴
1
6
年
。

1
0
年
間
は
イ
タ
リ
ア
の
国
立
ペ
ル

ー
ジ
ャ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
で
イ
タ
リ

ア
史
の
研
究
を
し
て
い
た
。
大
学

院
時
代
、
バ
イ
ト
で
現
地
の
レ
ス

ト
ラ
ン
を
手
伝
っ
て
い
た
。
同
様

の
経
歴
で
有
名
シ
ェ
フ
に
な
っ
て

い
る
人
は
少
な
く
な
い
。

開
店
2
0
年
を
間
も
な
く
迎
え
る
。

震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
が

建
っ
た
の
は
嬉
し
い
。
常
連
さ
ん

の
熱
意
に
助
け
ら
れ
た
と
い
う
。

ア
ー
ル
・
デ
コ
風
の
イ
ン
テ
リ
ア

が
再
現
さ
れ
た
。
ガ
ラ
ス
は
ベ
ネ

チ
ア
の
ム
ラ
ノ
、
皿
は
す
べ
て
マ

イ
セ
ン
と
凝
る
マ
ス
タ
ー
の
熱
い

思
い
が
伝
わ
る
。

特
筆
す
べ
き
は
、
毎
晩
ピ
ア
ノ

の
生
演
奏
が
楽
し
め
る
こ
と
だ
。

重
野
尚
美
さ
ん

(
月
水
金
)
、
高

畠
美
咲
さ
ん

(
火
木
土
)
、
二
人

の
美
し
き
才
媛
が
腕
を
披
露
。

マ
ス
タ
ー
の
該
博
な
知
識
、
広

い
交
友
関
係
に
驚
く
が
、
本
当
は

ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
岩
田
啓
一
郎
君

が
店
を
支
え
て
い
る
と
み
た
。
味

覚
と
音
楽
、
私
の
感
育
論
に
ピ
ッ

タ
リ
の
店
だ
。
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重野尚美さんのピアノ演奏にきき惚れる筆者

神戸市東灘区郡家大蔵1-1

音御影メイトBl階

音響。_23:。。日曜休

彊078-811-8686
1 _臆臆 臆臆
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イ〈ぐントスク‾シュール

88

笑いと演芸の殿堂として、

市民に愛されていた「神戸

松竹座」。かけがえのない空

間だった小屋がなくなって

約30年。新開地生誕100周

年記念企画として、松竹座

ゆかりの芸人を迎え、 1日限

定で復活させようというイ

ベントを開催する。

出演は、松竹座常連芸人

だった横山ホットブラザーズ、

ゼンジー北京、横山たかし・

ひろし他。また、桂雀々、

桂あやめなど新開地おなじ

みの面々も盛り上げる。当

時の熱気を感じさせる特別

企画に、ぜひご参加を。

横山ホットブラザーズ

新開地生誕1 00年記念企画

1目限定復活!

演芸のカイチ座

神戸アートビレッジセンター

昔雰葦樺鴇語籠諾
予約券3,000円(売切御免)

音間:新開地まちづくりNPO

蜜078-576-1 21 8

兵庫県立美術館で開催され

ている世界の音楽シリーズ。今

回は、アジアとインドの音楽でシ

ルクロードを旅する。

中世ムガール朝の宮廷音楽

をルーツに誕生し、その悠久の

時を感じさせる音色が印象的な

「シタール」 、インドの太鼓「タプラ」

に、西洋楽器「コントラバス」と、

美しき女声歌唱が加わった新し

いアジア的アンサンブルのステ

ージ。出演は田中峰彦、田中りこ、

岡野裕和、李活躍。曲目は、イン

ド古典音楽、ベンガル地方民謡、

ウイグル民謡、沖縄や日本の歌

曲など。楽器や風俗、習慣のお

話などとともに至福の音空間を

楽しんでほしい。

弦歌幻想

音楽でたどるシルクロードの旅Ⅱ

-アジア・インドー

兵庫県立美術館「アトリエ」
(阪神「岩屋」駅徒歩8分)

11/23 (祝・水) 14:00開演

一般3.○○0円(前売2,5〇〇円)

音問:華音

傘078-230○○400

兵庫県立美術館ミュージアムショップ

雪は078賀265-6655

気軽に邦楽鑑賞をと、正

法寺が企画する「タートル

コンサート」。筑前琵琶奏者・

川村旭労をレギュラーに、

毎回、邦楽奏者のゲストを

迎えている。

今回は、龍笛の出口燵玲

を迎え、源義経が奏でた籠

笛のしらべとともに、勧進

帳の名場面から奥州平泉で

の最期まで、悲劇の伝説を

音楽と語りで綴る。奈良春日・

南都楽所で古典雅楽を学ん

だ出口僅玲は、古典演奏と

ともに、世界の伝統音楽と

のコラボレーションや創作

活動などでその世界を広げ

ている。

義経伝説 陸奥の旅路
一筑前琵琶の語りと

詩経が奏でた髄笛のしらベー

川
村
旭
芳

瓦屋山 正法寺(ながたの旗振り山)

(山陽「高速長田」地下鉄「長田」駅

北へ徒歩約1 5分)

11/6(日)昼の部13:30 夜の部17:30

-般1.500円

(予約制/定員昼夜各100名・先請申込憤)

音問:正法寺密078-642-2741

カナダの人形ショー劇団「フ

ェイマス・ピープル・プレ

イヤーズ」は、知的障害を

持つ人々を中心に構成され

るプロの劇団。ブラックラ

イトを照明に使い、音楽に

合わせて人形や小道具がコ

ミカルに動き回るファンタ

スティックで幻想的な舞台は、

ブロードウェイやラスベガ

スでも絶賛されたほど。ポ

ール・ニューマン、スティ

ーブン・スピルバーグらに

も支援されている。

演技に真撃に取り組む団

員たちの姿と、エキサイテ

ィングな舞台は、きっとあ

なたを感動の渦に誘うだろう。

フェイマス・ピープル

プレイヤーズ神戸公演

神戸文化ホール 中ホール
(地下鉄「大倉山」駅すぐ)

11/11 (金)12(土)

昼の部14:00 夜の部18:3○

○毅4,000円(前売3,500円)

小学生以下3,500円〈前売3,○○0円)

○間:くがの家蜜078-707-6664

(月一会10:00-17:00〉
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ライブハウススケジュール

ジャズライブ&レストランSONE

「「11 (火)辛島寿美子十トリオ

2(水)新井雅代十トリオ

3〈木)北湛桂子+トリオ

4(金)宮野英子+トリオ

5(土)北湛桂子十トリオ

6(日)ロイヤル・フラッシュ・ジャズバンド

7(月)かねだたつこ十ウクレレトリオ

8(火)新井雅代十トリオ

9 (水)北浪良性(Yoshika) +トリオ

10(木)増田真智子十トリオ

11 (全)北荘桂子十トリオ

12(土)ジャネット十トリオ

13(日)鍋島直燕クワルデット十大越理加

14(月)石野見辛十トリオ

15(火)キャンディー浅田十トリオ

16 (水)北浪良性(Y。Shika) +トリオ

17(木)古谷充クワルデット

18(全)ペティ鞍宮十トリオ

19(土)辛島寿美子十トリオ

20(日)タボーズ

21 (月)浅香久志十トリオ

22 (火)北荘桂子+トi)オ

23〈水〉大越理加+トリオ

24 (木)長谷川元伸クワルデット十大越理加

25(全)新井雅代十トリオ

26(土)大越理加十トリオ

27(日)北村英治クワルデット

28(月)ロアナ・シーフラ十トi)オ

29 (火)猿丸詩摩子+トi)オ

30 (水)長谷」ii元伸クワルテット+北荘桂子

漢JAZZ LiVE & RESTRAN丁 SONE

北野坂 078-22十2055 無休

hl巾:〃kobe-SOne.COm

★ミュージックチャージ90〇円

★日曜目星下か」のジャズライブ開催中

クラシックライブハウスピアジュリアン

1111 (火)田中寿代(コントラバス)林典子(p)

2(水)藤渓優子(p)

3(木)三村哲子(p)

4(全)中島悦子(ヴィオラ)林典子(p)

5(土)佐藤和宏(クナノネット)

6 (日)岩佐明子&今村順子(ピアノデュオ)

8 (火)宮崎万里(ヴァイオリン)植田浩徳(p)

89

10(木)小笠原薫(ヴァイオリン)山内尚子(p)

11 (金)鈴木華孟子(p)

12(土)井手智佳子(TwoBones)

15(火)西川奈江(ヴァイオリン)井手智佳子(p)

16 (水)高村明代(ウィポ)河本学(ヴァイオリン)林典子(p)

17 (木)武村美穂子(フルート)藤渕賽子(p)

18〈全)瀬戸由布子(コントラバス)林典子(p)

19 (土) Fairbanks Chiharu(p)

20 (日)郷里花(ソプラノ)二塚直紀(テノール)西聡美(p〉

22 (火)並河寿美(ソプラノ)藤江圭子(p)

24 (木)パラグライハープ

26 (土)外山聖子(ソプラノ)板井英知・岡元優子(p)

27(日)森油日佐子

29 (火)川上布美&松井典子(ピアノデュオ)

音クラシックライブハウス PiAJulien

三宮駅北側近藤ビル9階

078-391-808「月曜定休

http:〃pia-ju=en"COm

ジャズクラブHo=y’s

llI3 (木) Vひきばをょうこ

4(全) ∨林寺D松井道朗

5 (土) ∨藤村麻紀G西田誠

10 (木) V元木美穂P小泉ゆうこ他

「1 (全) P名倉学他

12 (土) V畑山紀美代P杉本亨B大澤善梯D秋田晃

17(木) P山本容子他

18 (全〉 P辻佳孝B萬恭陸D松田広士

19 (土) VあべやすこB阪口典右D山田幸彦

24(木)セッションナイト

25 (金) Sax鈴木久美子B票川信他

26(土) ∨河本江閲子他

音KOBE JAZZCLUB Holiy’s

三宮駅北徒歩7分、新神戸駅南徒歩7分

加納町 078ゼ51-5147

http:〃www.kobe-ho11ys.com

ライブハウスチキンジョージ

11〃 (月) Matiida’s Cook5th Birthday Paty/

guest:U.K. (MC)

11 (金) SoundSchedule

12(土)フジファブリック

13(日) 14(月)15(火)矢沢永吉LiVE HOUSE

丁OUR 2○○5

16 (水)斎藤和義ツアー2005

17(木) BAH0

18(全) TRiX

19(土) DiMENSION

20(日) F」OW

21 (月) CREAM再結成記念企画ライブ

23(水)ラブハンドルズ

25(全)因幡晃

26 (土)真心ブラザーズ

27 (日) THEATER BROOK presents‘cIRCLE GEORGE’

28(月)くるり

29(火)ヴォヤージュ

園丁HE LiVE HOUSE CHiCKEN GEORGE

生田神社西 078-392-7431

http :〃www. ch icken-g eO rg e. CO.jp

ジャス喫茶萬屋宗兵衛

11I4(金)浅井良将(AS)杉原俊(G)李祥太くP)

奥村麻里(B)三浦完治(Ds

5 (土)田辺.s(JAZZFUNKBAND)

6 (日)田澤良介(丁p〉浅井良将(As)たなかかつこ

(P)坂崎拓也(B)清水勇博(Ds)

9(水)アヤコ・ヨシダアルヴァニス

10 (木) ASH (Japan tou「from New York)

11 (金)伊藤志麻(∨○)へ女の美学-

12 (土)安部佐知子(P)松本真由美(G)清水邦彦

(B)山田幸彦(Ds)

13 (日) Sou丁Area4 B嶋Band(ラテンジャズ)

14(月)浅李Duo(JAZZ)

18(全)山田友和(tp)他

19 (土)いとう翔ジャズボーカル教室発表会

21 (月)徳永英彰(g)他

22 (火) Monday Night Messenge「s

23 (水)ほっとぷりん(JAZZ)

26 (土) JACOMEDY (ジャズとコメディ)

27 (日)松永明子(Pops/Aduit Contempo「a「y)

30 (水)今村鉄二(Tp&flh)&FRIENDS

菓ジャズ喫茶 cafe萬屋宗兵衛

元町一番街 078-332-1963

http:〃w….SObei.net/

i ★ノーチャージのライブはチップ制
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ポケットジャーナル

芸
工
大
生
の

才
能
溢
れ
る
シ
ョ
ッ
プ

̃
1
2
月
6
日
(
火
)
は
寺
門
孝
之

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
展
が
開
催

さ
れ
る
。

喜
セ
レ
ン
デ
ィ
ッ
プ

神
戸
市
中
央
区
江
戸
町
1
0
0

高
砂
ビ
ル
2
階

猛
0
7
8
・
3
9
3
-
8
1
3
4

1
1
時
̃
1
8
時

水
曜
休

≡
p
‥
、
奏
8
丁
O
i
k
O
b
?
d
u
.
a
♀
p
「
s
h
O
p
、

持○○車重嬉大字〇

番嚢・冒○宣・○○の青田も

居
留
地
で
一
風
変
わ
っ
た
シ
ョ

ッ
プ
が
集
ま
っ
て
い
る
高
砂
ビ
ル
の

2
階
に
あ
る
「
セ
レ
ン
デ
ィ
ッ
プ
」

は
、
神
戸
芸
術
工
科
大
学
の
在

学
生
・
卒
業
生
・
教
員
が
作
品
を

販
売
し
て
い
る
シ
ョ
ッ
プ
。
T
シ
ャ

ツ
や
ス
カ
ー
ト
な
ど
の
洋
服
、
ス

ト
ラ
ッ
プ
や
キ
ル
ト
、
バ
ッ
ジ
、
ア
ク

セ
サ
リ
ー
な
ど
の
グ
ッ
ズ
や
、
ラ
ン

プ
、
家
具
、
ハ
ガ
キ
な
ど
、
彼
ら
の

ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
が
ず
ら
り
。
ど

れ
も
手
が
込
ん
で
い
て
、
も
ち
ろ

ん
使
い
勝
手
も
良
い
。

シ
ョ
ッ
プ
の
奥
は
ギ
ャ
ラ
リ
1
で
、

有
名
作
家
の
原
画
展
等
の
企
画

も
目
白
押
し
。
1
1
月
1
7
日
(
木
)

諸
口
・
小
田
の

音
楽
そ
し
て
芝
居
語
り

ラ
ジ
オ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

と
し
て
も
活
躍
す
る
カ
ン
ト
リ

ー
シ
ン
ガ
ー
・
諸
口
あ
さ
ら
と
、
ジ

ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
&
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
・

小
田
イ
タ
ル
の
2
人
が
、
語
り
と

ラ
イ
ブ
「
物
凄
い
男
ど
も
を
引

き
連
れ
て
!
芝
居
語
り
」
を
開

催
す
る
。
場
所
は
、
生
田
新
道
(
鯉

川
筋
西
へ
)
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
カ
フ
ェ
&
サ
ロ
ン
「
プ
ラ
ネ
ッ
ツ
」
。

1
 
1
月
2
0
日
(
日
)
3
時
3
0
開
演
。

喜
プ
ラ
ネ
ッ
ツ

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
4
i
6
i
「
 
「

エ
ク
セ
ル
山
手
1
陪

審
0
7
8
i
3
3
2
i
「
O
3
4

アーティスティックな作品が

展示販売されている

小田イタル 諸口あきろ

ど
う
考
え
る
了

老
後
の
住
ま
い
…

有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
高
齢
者

向
け
住
宅
を
、
親
や
自
分
の
老

後
の
た
め
に
探
し
て
い
る
人
に
、

高
齢
者
住
宅
情
報
セ
ン
タ
ー
が

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。
関
西
・
九
州
・

中
国
地
方
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム

や
、
高
齢
者
住
宅
1
5
社
が
参
加

予
定
、
説
明
や
個
別
相
談
を
実

施
す
る
。
ま
た
、
同
朋
大
学
者

人
福
祉
研
究
室
の
伊
東
眞
理

子
先
生
に
よ
る
講
演
「
ど
う
選

ぶ
̃
親
の
介
護

自
分
の
介
護
」

で
は
、
老
後
の
住
ま
い
や
生
活
に

つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。
u
月

u
日
(
金
)
u
時
̃
1
6
時
の
聞
出

入
り
自
由
、
会
場
は
阪
急
グ
ラ
ン

ド
ビ
ル
(
l
R
大
阪
駅
・
阪
急
梅

田
駅
下
車
・
阪
急
百
貨
店
隣
り
)
。

左
記
の
宛
先
に
電
話
か
F
A
X
、

メ
ー
ル
、
ハ
ガ
キ
の
ど
れ
か
で
「
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
・
参

加
人
数
」
を
明
記
の
上
申
し
込

み
を
。
先
着
3
0
0
名
に
ご
招

待
券
送
付
。

音
高
齢
者
住
宅
情
報
セ
ン
タ
ー
大
阪

大
阪
市
北
区
芝
田
1
i
4
-
8

北
阪
急
ビ
ル
1
階

密
0
6
i
6
3
7
5
・
8
8
3
0

F
A
>
(
0
6
i
6
3
7
5
・
8
(
き
3
1

k
O
「
の
丁
8
⑯
k
u
「
a
s
h
i
i
S
u
∃
a
i
.
8
ヨ

伊東眞理子先生

c
A
臆
し
「
R
Y
」

浜
田
千
鈴
展

C
h
i
s
亡
Z
u
出
百
雷
a
d
a

色
々
な
材
料
を
使
っ
た
「
ミ
ク

ス
ト
メ
デ
ィ
ス
ト
」
と
い
う
手
法

で
描
か
れ
た
浜
田
千
鈴
の
新
し

い
舞
台
。

メ
ロ
デ
ィ
が
き
こ
え
て
く
る
線
、

そ
し
て
ふ
わ
り
と
浮
か
ぶ
面
。
独

特
の
淡
い
画
面
に
静
か
な
世
界

が
広
が
る
。
塞
、
ア
ク
リ
ル
、
油
な

ど
の
抽
象
画
を
中
心
の
し
た
作

品
展
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
サ
ー
カ
ス
サ

ー
カ
ス
で
。

1
 
1
月
1
 
5
日
(
火
)

̃

2
7
日
(
日
)
(
2
3
自
体
廊
)

「
 
「
時
̃
1
9
時
(
最
終
日
̃
1
 
7
時
)

ギ
ャ
ラ
リ
ー

サ
ー
カ
ス
サ
ー
カ
ス

神
戸
市
中
央
区
花
隈
町
9
-
1
 
3

ヒ
ー
ス
コ
ー
ト
山
手
2
階

(
地
下
鉄
「
県
庁
前
」
4
番
出
口
画

聖盆
0
7
8
-
3
8
2
〃
0
6
8
9

90

圏
蚤
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a

「
t
"
-

n
 
a
 
r
 
y

̃
稲
荷
芸
術
祭
そ
の
2
̃

綬
災
の
傷
跡
が
残
る
兵
庫
区

入
江
地
区
で
は
、
学
生
た
ち
が

空
き
ス
ペ
ー
ス
に
住
み
込
み
、
リ

フ
ォ
ー
ム
し
な
が
ら
ま
ち
の
人
た

ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か

る
「
住
み
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
展
開
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
エ
リ
ア
の
中
心
・
稲
荷
市

場
に
て
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
が
お
こ

な
わ
れ
る
。

「
住
み
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
て
い
る
「
住

み
コ
ミ
ス
ト
」
や
、
稲
荷
市
場
や

そ
の
周
辺
が
大
好
き
な
学
生
・
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
集
結
。
市
場
の
空

き
店
舗
や
松
尾
稲
荷
神
社
な
ど

で
、
「
ほ
り
た
し
も
の
て
ん
」
、
「
ま

ち
だ
が
し
さ
が
し
」
、
「
五
右
衛

門
風
呂
ひ
ら
き
」
」
で
た
が
り

名
人
会
」
な
ど
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る

よ
う
な
企
画
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
u
月
5
日
(
土
)
1
0
時
̃
1
7

時
。

喜
神
戸
市
兵
庫
区
禰
荷
市
場

」
R
神
戸
駅
下
車
徒
歩
約
8
分

稲
荷
芸
術
祭
実
行
委
員
会

密
0
9
0
・
6
7
3
6
・
0
8
9
8

≡
p
‥
ミ
ミ
ミ
≦
.
S
u
∃
己
○
∃
i
.
8
∃
、

大
人
の
た
め
の

絵
本
の
読
み
語
り

礪荷市場

戦
後
0
0
年
経
っ
た
今
日
、
戦

災
の
記
憶
は
薄
れ
つ
つ
あ
る
が
、

「
特
攻
隊
員
の
尊
い
命
の
お
か
げ

で
私
た
ち
が
い
る
」
と
、
フ
リ
ー
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
叶
桂
子
さ
ん
は
、

絵
本
『
す
み
れ
島
』
の
朗
読
を

通
じ
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
て
い
る
。

『
す
み
れ
島
』
は
、
太
平
洋
戦

争
末
期
、
特
攻
隊
の
若
者
と
、
特

攻
の
意
味
を
知
ら
な
か
っ
た
子

供
た
ち
と
の
心
の
交
流
を
描
い

た
絵
本
で
、
戦
争
を
体
験
し
た

世
代
は
も
ち
ろ
ん
、
若
い
人
達
の

涙
を
誘
う
名
作
。

か
つ
て
ラ
ジ
オ
の
人
気
番
組

「
A
B
C
ヤ
ン
グ
リ
ク
エ
ス
ト
」

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
し

た
叶
さ
ん
が
、
「
命
の
尊
さ
を

伝
え
た
い
」
と
静
寧
な
語
り
で

戦
争
と
は
何
か
を
問
い
か
け
る
。

u
月
2
7
日
(
日
)
1
6
時
̃
。

音
カ
フ
ェ
・
ド
・
傭
蘭
西

灘
区
天
城
通
8
・
5
・
1
 
1

阪
急
王
子
公
園
徒
歩
的
1
 
0
分

チ
ケ
ッ
ト
5
0
0
円

密
0
7
8
i
8
8
1
・
2
1
2
2

町
早
W
i
 
S
i

甲
陽
園
の
小
さ
な
画
廊

「
ア
ト
リ
エ
・
ソ
」

菅田英「さんと斉藤嘩美子オーナー

9
月
1
6
日
̃
2
4
日
、
西
宮
市

の
版
画
家
・
菅
田
英
一
一
さ
ん
の
「
た

の
し
い
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
版
画
展
」

が
開
催
さ
れ
た
。
花
や
ネ
コ
た

ち
を
描
い
た
菅
田
さ
ん
の
シ
ル
ク

ス
ク
リ
ー
ン
の
他
、
絵
手
紙
も
展

示
。
「
ぼ
く
の
絵
手
紙
は
ら
く
が

き
か
ら
生
ま
れ
る
。
絵
手
紙
は

絵
が
上
手
な
人
だ
け
が
描
く
も

の
で
は
な
い
と
思
う
」
と
菅
田
さ

ん
。
そ
の
さ
わ
や
か
な
色
彩
は
、

ひ
と
あ
し
早
い
さ
わ
や
か
な
秋

風
を
、
緑
の
中
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

運
ん
だ
。

「
ソ
。
相
思
相
愛
、
素
朴
の
ソ
、

そ
よ
風
に
吹
か
れ
て
食
べ
る
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
。
そ
う
な
の
か
、
そ
ん

な
発
想
い
い
か
も
ね
。
‥
⊥
ア
ト

リ
エ
・
ソ
こ
と
ば
あ
そ
び
よ
り
。

阪
急
「
甲
陽
園
」
南
に
、
か
わ

い
ら
し
い
建
物
の
「
ア
ト
リ
エ
・
ソ
」

が
あ
る
。
斎
藤
嘩
美
子
さ
ん
ら

三
人
が
集
ま
っ
て
、
今
年
オ
ー
プ

ン
し
た
。

菅田さんの作品

音
ア
ト
リ
エ
・
ソ

西
宮
市
甲
陽
圃
君
江
町
7
i
8

密
0
7
9
8
・
7
1
・
5
8
7
2
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漢
震
災
エ
ッ
セ
イ
⑧

-
被
災
し
た
神
戸
だ
か
ら
伝
え
ら
れ
る
こ
と

月
天
心
貧
し
き
町
を
通
り
け
り

大
谷

成
章
(
フ
リ
ー
ラ
イ
ク
⊥

勢
画
/
と
み
さ
わ
か
よ
の

94

し
ん
ち
ゃ
ん
は
甲
南
女
子
大
で
多
文
化
共
生
を
勉
強

し
て
い
る
中
国
・
内
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の
留
学
生
。
本
当

の
名
前
は
モ
ン
ゴ
ル
語
で
十
一
字
も
善
く
か
ら
、
短
く

呼
ん
で
い
る
。

私
た
ち
N
P
O
ひ
ょ
う
ご
農
業
ク
ラ
ブ
の
畑
で
草

取
り
を
手
伝
い
な
が
ら
隣
の
田
植
え
を
見
て

「
な
ん
で

水
の
中
に
草
を
植
え
る
の
」

と
不
思
議
が
っ
て
い
た
。

内
モ
ン
ゴ
ル
に
は
稲
作
が
な
い
。

ハ
リ
ス
君
は
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
で
育
ち
、
ア
メ
リ
カ

西
海
岸
の
大
学
に
留
学
し
て
い
る
。
夏
休
み
に
手
伝
い

に
来
て
く
れ
た
。
2
0
歳
に
な
っ
た
が
、
将
来
の
方
向

を
考
え
る
た
め
に
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
で
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
農

業
を
経
験
し
た
か
っ
た
、
と
言
っ
て
い
る
。

畑
に
は
シ
マ
ヘ
ビ
と
カ
ラ
ス
ヘ
ビ
の
二
家
族
が
い
る

が
、
そ
の
日
は
カ
ラ
ス
ヘ
ビ
が
散
歩
に
出
て
き
て
、
ハ

リ
ス
君
は
後
を
追
い
か
け
て
い
っ
た
。
「
不
思
議
で
、

お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。
S
の
字
を
書
い
て
前
進
す
る

よ
う
す
は
」
と
感
動
し
て
い
た
。

藤
田
君
は
兵
庫
大
学
で
環
境
を
勉
強
し
て
い
る
。
畑

の
手
伝
い
の
ほ
か
に
野
菜
売
り
場
で
売
り
子
に
な
っ
て

く
れ
る
。

い
ま
4
回
生
で
、
よ
う
や
く
就
職
先
が
内
定
し
た
。

卒
論
に
は
N
P
O
ひ
ょ
う
ご
農
業
ク
ラ
ブ
の
活
動
を

取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
、
と
言
っ
て
い
る
。

N
P
O
ひ
ょ
う
ご
農
業
ク
ラ
ブ
は
、
自
分
た
ち
で

無
農
薬
・
有
機
栽
培
の
野
菜
を
育
て
る
と
と
も
に
、
県

下
の
同
じ
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
の
生
産
物
を
仕
入
れ
て
、

安
心
で
お
い
し
い
野
菜
を
安
く
売
っ
て
い
る
。
野
菜
中

心
の
食
堂
も
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
六
甲

ア
イ
ラ
ン
ド
と
相
生
市
で
計
4
店
を
開
い
て
い
る
。
高

齢
者
向
け
の
お
弁
当
が
人
気
で
、
配
達
の
人
手
が
足
り

ず
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
。

理
事
長
は
元
コ
ー
プ
こ
う
べ
の
副
組
合
長
で
、
相
生

の
農
村
部
に
あ
る
生
家
を
本
拠
地
に
し
、
休
耕
田
を
借

り
て
都
市
と
農
村
を
つ
な
ぐ
非
営
利
活
動
を
開
始
し
た
。

私
た
ち
は
理
事
長
を
「
村
長
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、

野
菜
作
り
か
ら
始
ま
っ
て
、
売
り
場
や
食
堂
の
開
設
、
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
集
荷
や
食
青
の
推
進
な
ど
獅

子
奮
迅
の
働
き
ぶ
り
た
。

村
長
と
は
大
震
災
の
復
興
を
話
し
あ
う
会
の
後
、
三

宮
の
ガ
ー
ド
下
の
飲
み
屋
で
知
り
あ
い
、
百
姓
仕
事
に

誘
わ
れ
た
。
私
は
、
大
震
災
で
自
然
の
驚
異
と
導
き
を

見
直
し
た
、
と
い
う
よ
う
な
高
級
な
理
念
で
は
な
く
、

週
1
回
程
度
の
土
い
じ
り
、
と
軽
く
考
え
て
い
る
か
ら
、

8
年
続
い
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

村
長
の
獅
子
奮
迅
は
尊
敬
も
の
だ
が
、
事
業
の
展
開

は
猪
突
猛
進
で
も
あ
る
。
後
ろ
に
引
く
こ
と
は
な
い
。

事
実
、
村
長
が
運
転
す
る
ト
ラ
ッ
ク
は
バ
ッ
ク
ギ
ア
が

入
ら
な
く
な
る
。
代
わ
っ
て
運
転
し
た
私
は
あ
ぜ
道
で

立
ち
往
生
し
た
こ
と
が
あ
る
。

最
近
の
猪
突
猛
進
は
、
H
A
T
神
戸
の
復
興
住
宅

で
野
菜
市
を
開
い
た
こ
と
だ
。
県
の
空
地
活
用
パ
イ
ロ

ッ
ト
事
業
に
乗
っ
て
、
近
く
に
商
店
が
な
く
買
い
物
に

不
便
な
思
い
を
し
て
い
る
高
齢
者
向
け
に
安
全
で
お
い

し
い
野
菜
の
朝
市
を
開
い
た
の
だ
が
、
そ
の
分
、
畑
に

手
が
回
ら
な
く
な
っ
た
。
こ
の
裏
は
野
菜
の
栽
培
か
雑

草
を
育
て
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。

地
元
の
脇
の
浜
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

応
援
も
あ
っ
て
、
居
住
者
た
ち
と
な
か
よ
く
な
っ
た
が
、

こ
の
1
0
月
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
が
打
ち
切
ら
れ
、
売

り
場
の
空
地
が
閉
鎖
さ
れ
、
さ
す
が
の
イ
ノ
シ
シ
も
後

退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

で
も
、
新
都
心
と
銘
打
っ
た
H
A
T
神
戸
の
別
の

面
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
高
齢
化
率
が
3
7
%
を
超

え
て
い
て
、
超
高
層
住
宅
の
外
見
と
は
逆
に
、
活
力
減

衰
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
竹
内
猛
矩
委
員
長
は

「
被
災

者
へ
の
住
宅
提
供
の
緊
急
対
策
と
し
て
県
や
市
は
よ
く

や
っ
た
と
思
う
が
、
自
立
支
援
の
ソ
フ
ト
が
な
く
て
難

民
キ
ャ
ン
プ
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

と
言
う
。

一一一一〇

詩画集『神戸、あの日より-1995・故郷」から掲載「市場跡(東灘区)」

「
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
は
な
く
、
こ
の
ま
ち
で

お
金
が
循
環
し
て
、
み
ん
な
の
生
活
が
自

立
す
る
よ
う
に
、
地
域
に
雇
用
の
場
を
生

み
出
し
た
い
」

と
願
っ
て
い
る
。

竹
内
さ
ん
は
俳
人
で
も
あ
る
。
大
震
災

1
0
年
の
心
境
を
、
蕪
村
の
こ
の
句
に
託
し

て
い
る
。

月
天
心

貧
し
き
町
を
通
り
け
り

ハ
ッ
ピ
ー
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
タ
ウ
ン
の

完
成
は
ま
だ
遠
い
。

喜
大
谷

成
章
(
お
あ
た
に
・
し
げ
あ
き
)

1
9
3
9
年

但
馬
生
ま
れ
。
元
神
戸
新
聞
話
者
。
震
災
当
時
は
月
刊
神

戸
っ
子
編
集
者
。
そ
の
後
、
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
。
「
阪
神
・

淡
路
大
震
災
1
0
年
」
(
共
著
、
岩
波
新
雪
)
な
ど
。
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臆
連
載
・
神
戸
ス
ト
ー
リ
1
/
第
十
一
回

「
五
線
紙
の
街
」
̃
神
戸
を
彩
っ
た
人
た
ち
̃

画
家
・
鴨
居
玲
に
、
バ
ー
ボ
ン
ク
ラ
ブ
に
出
席
し
な

い
か
と
声
を
か
け
る
と
、
こ
ん
な
ハ
ガ
キ
が
来
た
。

「
こ
の
所
連
日
飲
み
す
ぎ
の
た
め

『
ヴ
ァ
ー
ボ
ン
を
少

し
し
か
飲
ま
な
い
会
』

が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
入
会
し
た
い
心

境
で
す
」

こ
れ
が
彼
か
ら
の
最
後
の
ハ
ガ
キ
だ
っ
た
。

面
白
い
の
は
、
バ
ー
ボ
ン
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
1
で
作
家

の
筒
井
康
隆
さ
ん
が
、
自
分
の
小
説
の
中
の
登
場
人
物

に
メ
ン
バ
ー
の
名
前
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
り
し

た
こ
と
だ
。

朝
日
新
聞
連
載
、
筒
井
康
隆
の

『
朝
の
ガ
ス
パ
ー
ル
』

に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
三
月
二
十
六
日
第
一

五
六
回
を
引
用
し
よ
う
。

文
・
宮
田
達
夫

絵
・
中
西
省
伍

ワ
ー
プ
ロ
の
電
源
を
切
り
、
横
沢
は
立
ち
上
が
っ
た
。

久
し
ぶ
り
で
ホ
ー
ム
・
パ
ー
テ
ィ
に
招
か
れ
て
い
て
、

さ
ほ
ど
遅
刻
せ
ず
に
出
席
で
き
る
時
間
だ
っ
た
。

『
ア
ナ
タ
。
そ
ろ
そ
ろ
着
替
え
で
し
ょ
』

階
下
に
お
り

る
と
美
也
夫
人
が
ス
ー
ツ
に
ブ
ラ
シ
を
か
け
て
い
た
。

『
あ
れ
。
お
前
さ
ん
は
ま
た
し
て
も
、
行
か
な
い
の
か

い
』
榛
沢
は
訊
ね
る
。

『
え
え
』

夫
人
が
パ
ー
テ
ィ
を
好
ま
ぬ
た
め
、
た
い
て
い
の
パ

ー
テ
ィ
は
榛
沢
単
独
の
出
席
で
あ
る
。

『
よ
か
っ
た
わ
ね
。
連
載
も
終
え
た
し
、
例
の
カ
ネ
ミ

ツ
の
問
題
も
、
市
が
買
い
取
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
解
決

し
た
し
、
暴
力
団
新
法
は
実
施
さ
れ
る
し
。
あ
な
た
ネ

ク
タ
イ
は
こ
れ
に
し
て
く
だ
さ
い
』

『
わ
か
っ
た
。
わ
か
っ
た
。
タ
ク
シ
ー
を
呼
ん
で
く
れ
』

ホ
ー
ム
・
パ
ー
テ
ィ
は
神
戸
に
本
店
が
あ
り
、
今
や

全
国
的
名
店
と
な
っ
た
洋
菓
子
店
の
社
長
宅
で
行
わ
れ

る
。
バ
ー
ボ
ン
・
ク
ラ
ブ
と
い
う
昭
和
ひ
と
桁
代
世
代

中
心
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
た
い
て
い
は
ど
こ
か
の
店
を

借
り
て
集
ま
る
こ
と
が
多
く
、
今
回
の
よ
う
な
ホ
ー
ム
・

パ
ー
テ
ィ
は
稀
だ
っ
た
。

社
長
宅
は
海
の
見
渡
せ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
六
階
と
七

階
だ
っ
た
。
六
階
の
広
間
に
入
る
と
す
で
に
メ
ン
バ
ー

の
ほ
と
ん
ど
が
揃
い
、
港
の
夜
景
を
眺
め
て
口
ぐ
ち
に
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賛
嘆
の
声
を
あ
げ
て
い
る
。

メ
ン
バ
ー
は
一
業
種
一
名
と
限
ら
れ
て
い
た
。
画
家
、

彫
刻
家
、
神
宮
、
声
楽
家
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
放
送
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
日
本
舞
踊
家
、
ジ
ャ

ズ
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と
い
っ
た
顔
ぶ
れ
で
、

う
ち
夫
人
づ
れ
が
半
数
ほ
ど
と
、
あ
と
は
独
身
女
性
。

宇
宙
船
ピ
ー
グ
ル
号
だ
な
あ
、
と
、
い
つ
も
横
沢
は

思
う
の
だ
。

ヴ
ァ
ン
・
ヴ
オ
ク
ト
の
あ
の
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
の
よ
う
に
各
科
学
者
の
専
門
用
語
の
伸
介
を
す

る
総
合
科
学
者
が
い
な
く
て
も
、
職
業
こ
そ
違
え
知
的

共
通
語
で
喋
る
こ
と
の
で
き
る
知
性
の
持
ち
主
ば
か
り

が
こ
こ
に
は
集
ま
っ
て
い
た
。

あ
た
り
さ
わ
り
の
な
い
話
題
ば
か
り
に
終
始
し
て
い

る
よ
う
に
も
見
え
る
の
だ
が
、
い
ざ
専
門
の
こ
と
に
話

が
及
ぶ
と
そ
れ
ぞ
れ
が
修
練
に
裏
づ
け
さ
れ
た
深
い
確

信
に
満
ち
て
い
て
、
し
か
も
平
易
な
表
現
で
掘
り
下
げ

た
内
容
を
全
員
に
披
露
で
き
、
み
ん
な
に
耳
を
傾
け
さ

せ
る
話
術
を
持
っ
て
い
た
。

専
門
、
専
門
に
よ
る
考
え
方
の
差
異
は
、
特
に
横
沢

の
創
作
意
欲
を
し
ば
し
ば
刺
激
し
た
。

心
地
よ
く
耳
に
響
く
あ
た
た
か
い
こ
と
ば
と
楽
し
い

南
山
田
田
回
書
臆
臆
臆
臆
臆
臆
臆
臆
臆
臆
音
訓筒井康隆

密
着
割
き

の
ぞ
盈
左

解義競輪から。ハカキ

噂
ば
な
し
。

文
壇
パ
ー
テ
ィ
の
如
き
議
論
や
仕
事
が
ら
み
の
会
話

の
な
い
心
安
ら
か
な
時
間
。

横
沢
は
陶
然
と
し
て
バ
ー
ボ
ン
の
香
り
に
酔
う
。
グ

ラ
ス
片
手
に
彼
は
室
内
を
見
ま
わ
す
。
趣
味
の
よ
い
装

飾
と
備
品
。
ひ
と
隅
に
応
接
セ
ッ
ト
が
置
か
れ
、
中
央

に
は
洋
酒
瓶
が
林
立
し
料
理
の
置
か
れ
た
テ
ー
ブ
ル
。

そ
し
て
バ
ル
コ
ニ
ー
へ
の
ガ
ラ
ス
・
ド
ア
。

あ
れ
え
っ
。
こ
こ
へ
は
い
ち
ど
来
た
こ
と
が
あ
る
そ
。

い
や
い
や
。
そ
ん
な
筈
は
な
い
。
で
も
、
な
ぜ
そ
う
思

っ
た
の
だ
。
横
沢
は
改
め
て
周
囲
を
見
ま
わ
す
。
そ
う

だ
。
こ
こ
は
あ
の
最
初
の
パ
ー
テ
ィ
場
面
の
舞
台
に
し

た
須
田
医
師
の
マ
ン
シ
ョ
ン
と
似
て
い
る
の
だ
。
そ
う

い
え
ば
、
部
屋
の
隅
に
は
階
上
へ
の
階
段
も
あ
る
。

以
下
略

*

*

放
送
局
勤
め
の
田
宮
三
郎
が
報
道
勤
務
の
時
、
夕
方

の
ワ
イ
ド
ニ
ュ
ー
ス
の
担
当
に
な
り
、
丁
度
そ
の
頃
、

新
井
満
は
神
戸
電
通
に
勤
務
し
て
い
た
。

神
戸
で
バ
レ
リ
ー
ナ
・
今
岡
頼
子
と
い
え
ば
知
ら
な

い
人
は
い
な
い
。
そ
の
今
岡
と
親
交
が
あ
る
田
宮
は
、

神
戸
の
芸
術
祭
で
新
井
満
の
作
曲
し
た

「
月
山
」
を
公

演
す
る
と
今
岡
か
ら
聞
い
た
。
夕
方
の
ワ
イ
ド
ニ
ュ
ー

ス
の
ネ
タ
に
は
最
適
だ
。
し
か
し
神
戸
に
新
井
満
と
い

う
作
曲
家
が
居
た
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

寵
霧

蒜
憶
灘
灘
諜

次
長
の
二
足
の
わ
ら
じ
で
、
放
送
記
者
と
し
て
宝
塚
、

歌
舞
伎
を
取
材
。
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
1
と

し
て
も
活
躍
。
元
事
業
局
長
。
バ
ー
ボ
ン
ク
ラ
ブ

会
員
。
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
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臆
連
載
エ
ッ
セ
ー
/
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
耳
⑰

鼻㌔・

98

出
石
ア
カ
ル

絵
・
菅
原
洗
人

題
字
」
ハ
車
明
峰

「
電
車
に
乗
っ
た
ら
、
わ
し
の
隣
に
は
だ
ー
れ
も
座

り
よ
ら
へ
ん
。
近
づ
き
よ
ら
ん
の
や
。
わ
し
、
そ
な
い

人
相
悪
い
か
な
あ
。
シ
ゴ
ト
や
め
て
か
ら
、
目
つ
き
優

し
な
っ
た
思
う
け
ど
な
あ
」

例
の
加
賀
繁
婿
さ
ん
、
5
8
歳
で
あ
る
。

「
や
く
ざ
」
と
い
う
言
葉
を
詳
し
く
知
り
た
く
て
、
『
日

本
国
語
大
辞
典
』

を
引
い
て
み
た
。

【
カ
ブ
賭
博
の
一
種
で
あ
る
三
枚
ガ
ル
タ
で
、
八

(
や
)

九

(
く
)

三

(
さ
)

の
札
が
く
る
と
、
ブ
タ
の
う
ち
で

も
最
悪
の
手
に
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
①
一
般
に
物
事
が

悪
い
こ
と
。
役
に
立
た
な
い
こ
と
。
(
略
)

②
博
打
打

ち
。
無
職
渡
世
の
遊
び
人
。
ま
た
、
無
頼
漢
。
不
良
。

な
ら
ず
も
の
。
や
く
ざ
も
の
。
(
略
)
】

と
あ
り
、
使
用

例
と
し
て

「
や
く
ざ
奴
に
秩
父
の
路
銀
皆
に
さ
れ
」

(
柳

多
留
)

な
ど
が
載
っ
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
が
並
ん
で
い
る
が
、
当

の
ご
本
人
は
、
こ
れ
に
加
え
て
少
し
ば
か
り
の
プ
ラ
イ

ド
も
お
持
ち
の
よ
う
だ
。

「
自
分
の
人
生
、
良
か
っ
た
か
悪
か
っ
た
か
は
、
死

ぬ
時
や
な
い
と
分
か
り
ま
へ
ん
」

が
口
癖
で
あ
る
。

さ
て
そ
の
加
賀
さ
ん
、
そ
の
世
界
か
ら
身
を
洗
っ
て

も
う
十
数
年
に
も
な
る
が
、
い
ま
だ
何
と
な
く
漂
う
も

の
が
あ
る
。
わ
た
し
の
店
で
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
隅
っ

こ
の
目
立
た
な
い
席
に
座
っ
て
い
る
の
だ
が
、
入
っ
て

来
た
一
見
さ
ん
は
一
瞬
身
構
え
て
お
ら
れ
る
。
た
だ
、

わ
た
し
と
彼
と
の
会
話
を
聞
い
て
す
ぐ
に
安
心
は
さ
れ
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る
の
だ
が
。

そ
の
彼
が
ま
た
入
院
す
る
の
だ
と
い
う
。
背
中
に
、

片
手
に
余
る
ほ
ど
の
大
き
な
デ
キ
モ
ノ
が
出
来
て
、
切

っ
て
も
ら
う
の
だ
と
。
検
査
の
結
果
、
幸
い
良
性
と
の

こ
と
。
そ
こ
で
わ
た
し
は
彼
に
言
う
。

「
せ
っ
か
く
背
中
切
る
ん
や
っ
た
ら
、
つ
い
で
に
体

中
の
薄
皮
を
イ
カ
の
皮
め
く
る
み
た
い
に
ス
ウ
ー
ツ
と

め
く
っ
て
も
ろ
た
ら
̃
そ
し
た
ら
遠
慮
無
う
温
泉
に
も

行
け
る
の
に
」

「
マ
ス
タ
ー
、
ま
た
無
茶
言
い
ま
ん
な
あ
。
そ
ん
な

こ
と
し
た
ら
、
体
中
ケ
ロ
イ
ド
に
な
り
ま
ん
が
な
。
え

え
か
げ
ん
に
し
と
き
な
は
れ
」

以
前
た
の
ん
で
見
せ
て
も
ら
っ
た
の
だ
が
、
彼
の
体

に
は
や
は
り
、
見
事
な
彫
物
が
入
っ
て
い
る
。

「
わ
し
の
ん
は
カ
ラ
ー
で
っ
せ
。
む
か
し
、
テ
レ
ビ

で
パ
ナ
カ
ラ
ー
の
C
M
や
っ
て
た
こ
ろ
に
入
れ
ま
し

た
ん
や
」

な
る
ほ
ど
、
青
、
赤
、
緑
と
カ
ラ
フ
ル
だ
っ
た
。
し

か
し
彼
は
、
夏
で
も
長
袖
の
服
で
あ
る
。
し
か
も
胸
元

を
見
せ
な
い
丸
首
の
シ
ャ
ツ
を
着
て
い
る
。
気
を
使
っ

て
は
い
る
の
だ
。
と
こ
ろ
が
、

「
時
に
は
チ
ラ
ッ
と
、
わ
ざ
と
見
せ
る
時
が
お
ま
ん

ね
ん
。
自
分
で
も
絞
い
な
と
思
い
ま
っ
け
ど
な
。
い
や

い
や
、
ほ
ん
ま
に
ケ
ン
カ
に
な
り
そ
う
な
時
に
は
し
ま

へ
ん
で
。
ト
ラ
ブ
ル
起
こ
し
て
も
、
い
ま
さ
ら
警
察
に

ね
が
う
こ
と
が
出
来
ま
へ
ん
よ
っ
て
に
な
」

考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
か
わ
い
い
も
の
で
あ
る
。

で
、
ま
た
一
週
間
は
ど
の
入
院
に
な
る
の
だ
が
、
読

書
好
き
の
彼
は
、
図
書
館
か
ら
何
冊
か
の
本
を
借
り
て

持
っ
て
ゆ
く
の
だ
と
。
ま
た
前
回
の
よ
う
に
看
護
師
さ

ん
に
不
思
議
が
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。
風
貌
か
ら
は
と
て

も
読
書
好
き
に
は
見
え
な
い
の
だ
か
ら
。

「
む
か
し
事
務
所
で
本
読
ん
ど
っ
た
ら
、
組
長
に
言

わ
れ
た
。
『
本
読
む
ん
や
っ
た
ら
、
チ
ョ
ー
エ
キ
行
っ

て
か
ら
に
せ
え
。
な
ん
ば
で
も
時
間
あ
る
』

て
。
そ
や

か
ら
、
賭
博
と
拳
銃
で
行
っ
て
た
時
に
、
よ
お
け
読
ん

だ
ん
や
」

こ
の
人
の
チ
ョ
ー
エ
キ
話
が
ま
た
お
も
し
ろ
い
。

「
元
気
者
の
男
ぽ
っ
か
り
で
ん
が
な
。
た
ま
っ
て
来

ま
ん
が
な
。
ほ
ん
な
ら
、
ヌ
ー
ド
写
真
の
載
っ
て
る
週

刊
誌
持
っ
て
和
郎
中
も
ぐ
り
込
み
ま
ん
ね
ん
。
『
皆
さ

ん
お
先
に
ご
め
ん
や
っ
し
ゃ
。
ち
ょ
っ
と
ア
タ
リ
ま
っ

さ
』

言
う
て
な
。
そ
や
け
ど
ケ
ン
カ
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
た
し
か
M
保
純
の
ヌ
ー
ド
が
載
っ
て
る
本

や
っ
た
。
誰
か
が
置
い
て
た
ん
や
。
そ
し
た
ら
他
の
者

が
そ
れ
持
っ
て
布
団
か
ぶ
っ
て
コ
ソ
ズ
リ
し
よ
っ
た
ん

や
。
ぽ
ん
な
ら
、
そ
れ
知
っ
た
持
ち
主
が
怒
り
よ
っ
た

が
な
。
『
あ
れ
は
、
俺
が
真
っ
先
に
イ
コ
思
て
た
の
に
』

て
」

こ
の
、
男
の
哀
し
さ
、
女
性
に
わ
か
る
で
し
ょ
う
か
。

も
う
ひ
と
つ
彼
か
ら
聞
い
た
、
今
度
は
た
め
に
な
る

チ
ョ
ー
ユ
キ
話
。

「
高
血
圧
の
者
は
あ
さ
ま
へ
ん
。
み
ん
な
塩
で
昧
ご

ま
か
し
よ
る
か
ら
。
み
そ
汁
な
ん
か
、
だ
だ
っ
幸
い
ぽ

っ
か
り
で
す
わ
。
そ
や
け
ど
糖
尿
病
治
そ
思
た
ら
、
チ

ョ
ー
エ
キ
行
き
な
は
れ
。
一
年
ぐ
ら
い
行
っ
た
ら
治
り

ま
っ
せ
。
あ
そ
こ
は
ホ
ン
マ
粗
食
や
か
ら
な
。
」

今
回
は
本
誌
の
品
位
を
少
し
落
と
し
た
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
お
許
し
の
ほ
ど
を
。

喜
出
石
ア
カ
ル

(
い
ず
し
・
あ
か
る
)
一
九
四
三
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
「
風
媒
花
」
「
火

曜
日
」
同
人
。
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
会
員
。
詩
集
「
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
耳
」
(
編
集
工

房
ノ
ア
刊
)
に
て
、
二
〇
〇
二
年
度
第
三
十
一
回
フ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
文
学
部
門
受
賞
。
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臆
連
載
小
説
⑲

磁
ク
停
め
け
ど
考
1

100

「
と
い
う
こ
と
は
孝
さ
ん
、
渡
米
を
し
て
、
パ
リ
に

も
行
っ
て
、
結
局
こ
の
神
戸
で
仕
事
を
す
る
こ
と
を
選

ん
だ
わ
け
で
す
ね
̃
神
戸
の
魅
力
っ
て
一
言
で
言
え
ば

何
で
す
か
̃
」

一
九
八
七
年
十
月
。
最
近
に
な
っ
て
す
こ
し
拡
げ
た

店
舗
の
ソ
フ
ァ
に
腰
掛
け
て
、
僕
は
新
聞
記
者
か
ら
質

問
を
受
け
て
い
た
。
記
者
は
三
十
代
半
ば
の
男
性
。
社

会
部
だ
と
い
う
。
ど
う
い
う
わ
け
か
延
原
は
う
ち
の
店

の
経
営
に
も
興
味
を
持
ち
始
め
、
時
々
こ
う
や
っ
て
記

者
を
つ
れ
て
く
る
。
持
ち
前
の
面
倒
見
の
よ
さ
が
四
十

を
越
え
て
余
計
に

「
成
長
し
た
」

の
か
も
し
れ
な
い
。

僕
は
あ
り
が
た
さ
半
分
、
面
倒
く
さ
さ
半
分
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
記
者
の
質
問
に
答
え
て
い
た
。

「
パ
リ
に
行
っ
た
と
き
に
、
あ
る
老
人
に
会
い
ま
し

て
ね
。
そ
の
人
が
僕
の
先
生
の
先
生
…
つ
て
言
う
と
少

し
話
が
や
や
こ
し
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
…
彼
に

そ
の
老
人
が
戦
前
、
パ
リ
で
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
そ
う

な
ん
で
す
。
老
人
は
彼
の
こ
と
を
サ
ム
ラ
イ
な
ん
て
言

っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
サ
ム
ラ
イ
が

『
神
戸
は
西
洋

人
が
い
く
ら
逆
立
ち
し
た
っ
て
生
み
出
す
こ
と
の
出
来

中
野

順
哉

絵
・
題
字

平
田

郁

な
い
都
市
だ
』

な
ん
て
言
っ
て
い
た
そ
う
で
す
よ
。
本

当
か
な
っ
て
半
信
半
疑
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ
れ

を
確
か
め
た
く
な
っ
た
ん
で
す
よ
」

「
ほ
う
、
な
る
ほ
ど
…
そ
の
先
生
の
先
生
と
い
う
方

は
、
な
ん
と
仰
る
方
な
の
で
す
か
1
・
差
し
支
え
な
け
れ

ば
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
か
…
」

「
有
馬
休
六
で
す
。
日
本
に
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
を
初
め

て
普
及
さ
せ
た
人
物
で
す
よ
。
神
戸
に
店
を
出
し
て
か

ら
、
そ
の
後
は
上
海
の
フ
ラ
ン
ス
租
界
に
店
を
出
し
て

い
た
そ
う
で
す
よ
。
そ
の
後
は
…
確
か
大
阪
の
心
斎
橋

で
し
た
っ
け
…
当
時
の
女
優
さ
ん
は
皆
、
彼
の
と
こ
ろ

へ
行
っ
て
い
た
な
ん
て
話
が
残
っ
て
い
ま
す
よ
」

「
そ
う
で
す
か
…
そ
ん
な
人
物
が
い
た
と
は
全
く
存

じ
上
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
や
い
や
勉
強
不
足
で
す
ね

…
と
こ
ろ
で
、
そ
の
有
馬
さ
ん
が
仰
っ
て
い
た

『
神
戸
』
。

実
際
に
こ
こ
で
お
店
を
さ
れ
て
み
た
結
果
、
ど
う
で
し

た
か
2
納
得
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
か
̃
」

「
さ
あ
…
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
ね
。
た
だ
今
は
神
戸

に
あ
こ
が
れ
る
観
光
客
も
多
い
み
た
い
で
す
し
…
そ
ん

な
場
所
で
美
容
師
を
し
て
い
る
こ
と
に
、
ち
ょ
っ
と
し
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た
誇
り
を
感
じ
て
い
る
…
か
な
1
い
ず
れ
に
せ
よ
開
店

以
来
持
ち
続
け
て
き
た

『
神
戸
を
パ
リ
に
し
た
い
』

と

い
う
夢
は
今
で
も
健
在
で
す
よ
」

記
者
が
帰
る
頃
に
な
っ
て
延
原
が
店
に
や
っ
て
き
た
。

五
、
六
分
談
笑
し
て
記
者
を
帰
す
と
、
延
原
は
忙
し
そ

う
に
カ
バ
ン
か
ら
最
新
型
の
携
帯
電
話
を
取
り
出
し
て

方
々
に
電
話
を
し
は
じ
め
た
。
こ
の
と
こ
ろ
彼
の
率
い

る
団
体
も
随
分
忙
し
く
な
っ
た
よ
う
だ
。
念
願
の

「
サ

ン
ト
リ
ー
音
楽
賞
」

の
受
賞
も
実
現
し
て
二
年
。
様
々

な
地
方
の
ホ
ー
ル
か
ら
声
も
か
か
り
、
有
名
な
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
と
の
共
演
の
数
も
増
え
た
。

「
や
っ
て
る
音
楽
は
古
い
く
せ
に
、
使
う
機
械
は
最

新
型
な
ん
だ
ね
」

電
話
が
一
段
落
つ
い
た
と
こ
ろ
で
僕
は
延
原
に
声
を

か
け
た
。
延
原
は

「
ん
̃
」
と
言
っ
て
僕
の
顔
を
見
る

と

「
あ
あ
、
こ
れ
か
…
」

と
改
め
て
手
に
持
っ
て
い
る

漢
軸
獲

10l
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電
話
を
見
つ
め
た
。

「
や
っ
と
9
0
0
グ
ラ
ム
に
な
っ
た
ん
や
。
そ
れ
ま

で
は
肩
か
ら
か
け
る
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
ク
み
た
い
な
電

話
や
っ
た
け
れ
ど
な
。
あ
れ
は
3
キ
ロ
も
し
た
ん
や
で
。

殆
ど
が
バ
ッ
テ
リ
ー
で
…
そ
の
く
せ
四
十
分
し
か
喋
ら

れ
へ
ん
。
や
っ
と
そ
れ
ら
し
い
も
ん
が
出
来
て
き
て
良

か
っ
た
わ
。
そ
や
け
れ
ど
ど
こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
考

え
方
は
割
り
と
古
い
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
す
ら
僕
ら
の
団

体
が
一
番
最
初
に
使
い
出
し
た
ん
や
か
ら
な
。
と
こ
ろ

で
さ
っ
き
の
記
者
は
ど
う
や
っ
た
̃
な
ん
か
先
方
は
え

ら
い
喜
ん
で
た
で
。
面
白
い
話
、
い
っ
ぱ
い
聞
か
せ
て

も
ろ
た
っ
て
」

「
そ
う
か
な
…
あ
あ
い
う
の
っ
て
や
っ
ぱ
り
苦
手
だ

な
…
喋
っ
て
い
る
う
ち
に
自
分
の
薄
っ
ぺ
ら
さ
が
手
に

取
る
よ
う
に
わ
か
っ
て
き
て
。
結
局
神
戸
と
の
つ
な
が

り
に
つ
い
て
皆
質
問
す
る
け
れ
ど
、
そ
の
度
に
僕
は
有

馬
休
六
と
い
う
名
前
を
出
す
。
で
も
僕
は
彼
に
会
っ
た

こ
と
も
無
げ
れ
ば
、
そ
の
人
と
な
り
を
直
接
調
べ
て
み

た
わ
け
で
も
な
い
。
全
部
又
聞
き
さ
…
や
っ
ぱ
り
、
君

の
言
っ
た
と
お
り
か
な
̃
」

「
何
が
̃
」

「
忘
れ
た
の
か
い
̃
僕
が
神
戸
に
店
を
出
す
寸
前
、

君
に
パ
リ
で
の
こ
と
を
話
し
た
ろ
。
そ
の
時
君
は
鹿
児

島
に
い
っ
ぺ
ん
行
っ
て
は
ど
う
か
っ
て
言
っ
て
た
じ
ゃ

な
い
か
…
」

「
あ
あ
、
覚
え
て
る
よ
」
延
原
が
そ
の
先
を
続
け
よ

う
と
し
た
時
、
け
た
た
ま
し
く
手
元
の
携
帯
電
話
が
鳴

っ
た
。
延
原
は
そ
れ
に
話
し
か
け
な
が
ら
、
そ
そ
く
さ

と
店
を
出
て
行
っ
た
。*

*

*

「
で
、
な
ん
で
わ
し
ま
で
一
緒
に
行
か
な
あ
か
ん
ね

ん
…
ほ
ん
ま
に
困
っ
た
話
や
で
」

半
分
冗
談
ま
じ
り
で
飛
行
機
の
シ
ー
ト
に
腰
掛
け
た

延
原
を
な
だ
め
な
が
ら
僕
は

「
ま
あ
、
良
い
じ
ゃ
な
い

か
」

の
一
点
張
り
。
も
う
発
進
寸
前
だ
と
い
う
の
に
、

席
を
離
れ
て
み
た
り
、
い
つ
ま
で
も
電
話
を
し
よ
う
と

し
続
け
る
延
原
を
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
が
叱
り
つ
け
た
。

「
た
っ
た
一
時
間
ち
ょ
っ
と
の
フ
ラ
イ
ト
じ
ゃ
な
い

か
。
ま
さ
か
君
ら
の
よ
う
に
東
ド
イ
ツ
に
行
く
わ
け
で

も
な
い
ん
だ
か
ら
、
落
ち
着
け
よ
」

こ
の
男
と
い
る
と
真
剣
な
旅
が
珍
道
中
に
な
っ
て
し

ま
う
な
…
と
思
い
な
が
ら
も
、
窓
の
外
を
見
る
と
不
安

と
も
倦
怠
と
も
言
え
な
い
気
分
が
胸
を
い
っ
ぱ
い
に
し

た
。

「
も
う
三
十
九
歳
。
来
年
は
四
十
だ
。
そ
れ
な
の
に

今
さ
ら
自
分
探
し
の
旅
で
も
な
い
だ
ろ
う
に
…
」
心
の

中
で
そ
う
思
い
な
が
ら
眼
下
に
広
が
る
雲
を
見
つ
め
て

い
る
。
雲
の
間
か
ら
時
々
き
ら
め
く
海
や
険
し
い
山
々

が
顔
を
出
し
た
。
思
い
起
こ
せ
ば
欧
米
に
は
行
っ
た
こ

と
が
あ
る
く
せ
に
、
僕
は
ま
だ
兵
庫
県
よ
り
西
に
行
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
思
い
出
し
て
ふ
と
延
原

の
方
を
見
る
と
、
手
持
ち
無
沙
汰
に
な
っ
た
の
か
す
っ

か
り
眠
っ
て
い
る
。
そ
の
肩
を
ぽ
ん
ぽ
ん
と
叩
く
と
、

は
っ
と
目
を
覚
ま
し
て

「
も
う
着
い
た
ん
か
1
」

と
首

を
あ
げ
た
。

「
ま
だ
だ
よ
。
そ
れ
よ
り
も
さ
…
思
い
出
し
た
ん
だ

け
ど
ね
…
実
は
僕
、
小
さ
い
頃
少
年
合
唱
団
に
入
っ
て

い
た
ん
だ
。
ボ
ー
イ
ソ
プ
ラ
ノ
っ
て
い
う
の
か
い
。
何

度
か
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
も
歌
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
だ

よ
」

「
へ
ぇ
…
割
り
に
芸
達
者
な
ん
や
な
。
で
も
急
に
、

な
ん
で
そ
ん
な
こ
と
思
い
出
し
た
ん
や
了
」
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「
さ
あ
・
‥
窓
の
外
を
見
て
い
た
ら
兵
庫
よ
り
西
に
行

っ
た
こ
と
が
な
い
な
ぁ
と
思
っ
て
ね
。
も
し
か
し
た
ら

僕
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
声
は
こ
の
辺
ま
で
届
い
て
い
た

の
か
な
と
か
思
っ
た
だ
け
さ
」

飛
行
機
は
定
刻
ど
お
り
に
鹿
児
島
空
港
へ
到
着
し
た
。

「
椰
子
の
木
が
お
出
迎
え
か
…
」

と
い
つ
も
の
独
り
言
。

そ
こ
で
連
絡
バ
ス
に
乗
り
換
え
た
が
、
延
原
は
到
着
と

同
時
に
ま
た
電
話
。
何
も
走
っ
て
い
な
い
ま
っ
す
ぐ
な

一
本
道
を
バ
ス
は
走
っ
て
ゆ
く
。
こ
こ
が
鹿
児
島
と
い

う
場
所
か
と
単
調
な
景
色
を
ぼ
ん
や
り
と
眺
め
て
い
た
。

し
か
し
直
に
そ
ん
な
風
景
は
一
掃
さ
れ
、
鹿
児
島
市

内
に
入
る
と
賑
や
か
さ
が
増
し
て
き
た
。
そ
の
後
い
く
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引
っ
張
っ
て
バ
ス
を
降

り
る
と
ふ
っ
と
澄
ん
だ

空
気
が
鼻
先
を
か
す
め

て
い
る
。
そ
れ
を
ふ
っ

と
大
き
く
吸
い
込
ん
で

ぐ
い
と
伸
び
を
す
る
。

「
こ
こ
が
川
内
か
…
」

「
何
か
感
じ
る
か
?
」

延
原
も
同
じ
よ
う
に
伸

び
を
し
た
。

「
別
に
…
空
気
の
良

い
田
舎
町
だ
っ
て
と
こ

ろ
か
な
̃
」

「
で
、
そ
の
墓
っ
ち

ゆ
う
の
は
ど
こ
に
あ
る

ん
や
b

こ
の
す
ぐ
近
く
か
⊥

「
知
ら
な
い
よ
…
で

も
ま
あ
、
川
内
市
と
い

え
ば
泰
平
寺
と
い
う
有

名
な
寺
が
あ
る
。
そ
こ

に
で
も
行
っ
て
聞
い
て

見
れ
ば
何
か
わ
か
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
い
」

「
ほ
ん
ま
か
い
な
…
」

ま
ず
は
ホ
テ
ル
に
荷

物
を
お
い
て
タ
ク
シ
ー

を
呼
ぶ
。
「
泰
平
寺
」

と
言
っ
た
だ
け
で
運
転

104

つ
か
の
温
泉
町
を
ぬ
け
、
飛
行
機
と
同
じ
く
一
時
間
は

ど
バ
ス
に
揺
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

「
川
内
駅
」

に
た
ど
り

つ
い
た
。
退
屈
さ
で
す
っ
か
り
伸
び
上
が
っ
た
延
原
を

手
は
一
切
承
知
と
い
う
風
情
。
ま
も
な
く
真
言
宗
、
医

王
山
正
智
院
泰
平
寺
と
書
か
れ
た
門
の
前
に
た
ど
り
着

い
た
。
さ
っ
そ
く
本
堂
に
向
か
い
住
職
を
尋
ね
る
と
若
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い
僧
侶
が
出
て
き
て
、
今
は
留
守
だ
と
い
う
。
仕
方
な

く
そ
の
僧
侶
に
有
馬
休
六
と
い
う
人
物
の
墓
を
探
し
て

い
る
の
だ
と
い
う
と
、
少
し
お
待
ち
く
だ
さ
い
と
言
っ

て
奥
へ
引
っ
込
ん
で
い
っ
た
。
二
十
分
ほ
ど
得
た
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
か
、
さ
っ
き
の
僧
侶
が
戻
っ
て
き
た
。

「
有
馬
休
六
さ
ん
と
い
う
方
の
お
墓
な
ら
、
こ
こ
で

は
な
く
、
川
内
駅
の
一
つ
と
な
り
に
隈
之
城
と
い
う
駅

が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
駅
の
直
ぐ
隣
に
墓
地
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
が
…
」

僕
た
ち
は
丁
寧
に
礼
を
述
べ
、
つ
い
で
に
タ
ク
シ
ー

を
呼
ん
で
も
ら
っ
た
。
随
分
離
れ
た
場
所
か
と
思
っ
て

い
た
が
、
車
で
い
け
ば
ほ
ん
の
十
分
く
ら
い
の
場
所
に

隈
之
城
と
い
う
駅
が
あ
っ
た
。
純
和
風
の
建
物
で
な
か

な
か
風
情
が
あ
り
、
地
元
で
も
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い

る
そ
う
だ
が
、
果
た
し
て
件
の
墓
地
は
そ
の
隣
に
あ
っ

た
。花

を
買
い
墓
地
に
入
っ
て
ゆ
く
。
時
代
も
大
き
さ
も

違
う
墓
が
雑
然
と
並
ん
で
い
る
。
し
か
し
有
馬
家
と
い

う
の
は
そ
こ
そ
こ
大
き
な
家
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、

一
際
大
き
く
て
立
派
な
墓
石
が
立
っ
て
い
た
。

「
有
馬
家
の
墓
…
か
」

僕
は
花
を
た
む
け
手
を
あ
わ
せ
た
。
延
原
も
同
じ
よ

う
に
手
を
合
わ
せ
て
い
た
。
ふ
う
と
い
う
た
め
息
を
も

ら
す
と
、
僕
た
ち
は
顔
を
見
合
わ
せ

「
こ
れ
で
仕
舞
い
か
な
̃
」

「
あ
あ
、
そ
う
み
た
い
や
な
」

と
領
き
あ
っ
た
。
そ
し
て
墓
地
を
後
に
し
よ
う
と
し

た
と
き
に
、
丁
度
僕
た
ち
の
前
に
一
台
の
タ
ク
シ
ー
が

止
ま
っ
た
。
中
か
ら
一
人
の
紳
士
が
出
て
く
る
と

「
有
馬
休
六
さ
ん
の
お
墓
参
り
に
来
た
人
た
ち
と
い

う
の
は
あ
な
た
た
ち
で
す
か
̃
」

と
真
顔
で
訊
ね
る
。

そ
う
で
す
が
と
答
え
る
と
「
良
か
っ
た
…
間
に
合
っ
た
」

と
独
り
言
の
よ
う
に
繰
り
返
し
て
い
る
。

「
さ
っ
き
泰
平
寺
か
ら
電
話
が
あ
り
ま
し
て
ね
…
そ

れ
で
飛
ん
で
き
た
ん
で
す
よ
。
も
し
お
時
間
が
許
す
よ

う
で
し
た
ら
、
是
非
う
ち
の
祖
父
に
会
っ
て
い
た
だ
き

た
い
の
で
す
が
・
‥
随
分
窒
礁
し
て
い
る
の
で
す
が
、
有

馬
休
六
さ
ん
の
話
と
な
る
と
い
つ
も
興
奮
し
て
し
ま
っ

て
。
い
か
が
で
し
ょ
う
1
・
家
は
こ
の
極
近
所
な
ん
で
す
」

僕
は
延
原
の
方
を
見
て

「
君
は
ど
う
す
る
1
」
と
訊

ね
た
。
延
原
は
頭
を
か
き
な
が
ら

「
一
緒
に
行
く
が
な
…
ど
う
せ
一
人
で
い
て
も
や
る

こ
と
も
な
い
ん
や
か
ら
」

と
苦
笑
い
を
し
て
見
せ
た
。

「
と
こ
ろ
で
あ
な
た
の
お
爺
さ
ん
と
、
有
馬
休
六
さ

ん
は
ど
ん
な
関
係
な
ん
で
す
か
̃
」

「
い
や
、
古
い
話
で
私
も
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
す

が
…
そ
の
昔
、
有
馬
家
の
お
屋
敷
が
ま
だ
あ
っ
た
こ
ろ
。

ず
っ
と
執
事
を
し
て
い
た
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
た
だ
休

六
さ
ん
か
ら
は
大
事
な
も
の
を
預
か
っ
て
い
る
そ
う
で

…
休
六
さ
ん
の
こ
と
を
尋
ね
て
く
る
人
を
捕
ま
え
て
は

そ
れ
を
見
せ
て
昔
話
を
ね
…
」

僕
と
延
原
は
そ
ん
な
話
を
聞
き
な
が
ら
車
に
乗
り
込

ん
で
い
た
。
あ
た
り
は
そ
ろ
そ
ろ
夕
暮
れ
。
澄
ん
だ
空

気
に
も
す
っ
か
り
馴
染
ん
で
い
る
こ
と
を
改
め
て
僕
は

感
じ
て
い
た
。

喜
中
野
順
哉
(
な
か
の
じ
ゅ
ん
や
)

一
九
七
〇
年
生
ま
れ
。
関
西
学
院
大
学
文
学
部
フ
ラ

ン
ス
文
学
科
卒
業
。
日
本
テ
レ
マ
ン
協
会
代
表
代
行
。

上
方
講
談
の
作
家
で
も
あ
り
、
す
で
に
二
〇
を
超
え

る
作
品
が
上
演
さ
れ
て
い
る
。

105

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m


